
民間複業人材との協働事業（実証実験）

最終報告会

R5.1.24



連携協定式
－Another worksとの協定書－

（概要）

・民間複業人材の知見等やネット
ワークを協働事業に活用し、地域の
活性化を目指す。

・民間複業人材の募集や協働事業の
推進等に関して協力、連携する。

・連携協力事項をすべて無償で行う



就任式
●デジタル推進
 デジタル推進アドバイザー
       小柳出 紗季、佐藤 聡信 

●広報紙
 広報紙戦略アドバイザー    A.Y
 デザインアドバイザー  加藤 小百合

●佐野ブランド
 広報・PRアドバイザー    石川 英子
                                                     -敬称略-



協働の概要

スマートセーフ
シティ推進にあ
たり、専門的な
知識が必要とな
る課題等につい
て、専門的・客
観的な助言

広報紙の
リニューアルにあ
たり、より多くの
読者の獲得につな
げるため、テーマ
の設定や構成、記

事の選定

広報紙のデザイン
やレイアウトをよ
り視覚的に読みや
すいものとするた
めのデザイン案の

検討

食のイメージの
定着、更なる誘
客を図るため、
「佐野らーめ

ん」と掛け合わ
せる新たなブラ
ンディング検討

－デジタル推進－ －広報紙－ －佐野ブランド－

就任式連携協定

7月5月 12月

終了

協定期間



デジタル推進



スマートシティ推進のための企画の支援
実証実験により蓄積されるデータの分析

デジタル推進アドバイザー

小柳出　紗　季 （おやいで　さき） 様
 佐　 藤　聡　信 （さとう　あきのぶ） 様

ジタル
推進課デ

複業人材名

複業人材の役割



スマートセーフシティ推進のための実証実験を進めるに
あたり、専門的・技術的な知識が必要な事項について、
自治体職員だけでは理解・対応が難しい。

専門的・技術的見地からの助言により、スマートシティ推
進事業が滞りなく実施できている状態。

　②　抱えていた課題と期待した成果・役割

専門的・技術的知識を有する方からの助言が必要

課　　題

期待した成果

ジタル
推進課デ



オンラインミーティング　…　計10回
コミュニケーションツール（Slack）　…　随時
電話など　…　随時

市民へ提供したサービスの課題、
　  事業の実施方法の課題

事業の企画、サービスの選定
データの取得・分析について

　③　主な取組内容（打合せ・やり取りの回数、活動）

相談ツール

相談内容

ジタル
推進課デ



事業の当事者ではない立場から、専門知識と豊富な経験
を活かした客観的な助言が得られたため、業務を進める
上で、評価・判断の基準を明確にして円滑に事務を進め
ることができた。

　④-1　成果や効果（アドバイス分野）

デジタルハザードマップに実装する市民投稿機能について、実例をふ
まえた課題や注意すべきポイント等の情報をいただけたため、サービス
提供事業者や関係課との調整に役立てることができた。

サービス等の選定検討にあたり、候補アプリの絞り込みや各事業者と
のミーティングに同席・助言をいただけたため、要点を押さえて効率的な
情報収集を行うことができた。

ジタル
推進課デ



地域ポイントの活用において、専門家の立場から、データ分析のアプ
ローチについて説明していただいた。

健康づくりキャンペーンで得られた参加者の歩数データを、国の統計
データ等と組み合わせて分析していただき、参加者の増加に向けたPR活
動のターゲット層の絞り込みができた。

　④-2　成果や効果（データ分析分野）

※当初想定していたスマートセーフシティ分野以外でも、市が保有するデータの詳細な分析を
行っていただき、分析結果の課題解決に向けた活用について実践的なアドバイスをいただいた。

スマートシティサービスを確立していくにあたり、データを
どのよう収集・分析・活用していくのかを考える上で役立
つ知見を得ることができた。

ジタル
推進課デ



広報紙

●広報紙戦略アドバイザー A.Y 様
●デザインアドバイザー  加藤 小百合（かとう さゆり）様

複業人材名



１ 抱えていた課題

① 閲読率の低下 ② 読者の年齢層の偏り
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目標

実績

広報紙



２ 実施した内容

① イメージ共有 ② デザイン研磨 ③ 実証実験　　

ｌ　オンラインミーティング９回

広報紙



３ 成果（１）

ページ数固定により、念願のカラー化ができた。

①アドバイザー
　「ページ数固定により検索しやすく」
②近隣市町村からの聴取り調査
③印刷業者でのヒアリング
　→16・８の倍数ページがコスト安
④見積りによる現実的な見込み
⑤予算措置

１

２

16

15

13

14

４

３

12

11

５

６

８

７

９

10

１

２

16

15

13

14

４

３

12

11

５

６

８

７

９

10

広報紙



３ 成果（２）

紙面が見違えるほど良くなった。

広報紙



佐野ブランド

●広報・PRアドバイザー    石川 英子（いしかわ えいこ）様
複業人材名



１ 抱えていた課題と期待した成果

佐野ブランドの市内外への効果的なＰＲ戦略を練るにあたり、佐野市ならではの強みと

して食のイメージを定着させ、更なる誘客を図るため、「佐野らーめん」と掛け合わせる

新たなブランディングを検討する必要がある。

課 題

佐野市の強みが整理され、広報・PRの戦略が策定できている状態

期待した成果

2022年
7月 8月 9月 10月 11月 12月

活動終了時点における
到達目標の確認・設定

★ ★ ★

SNSの効果的な運用、
分析方法

★ ★ ★ ★ ★

佐野餃子を広めるための
施策検討

★ ★ ★ ★

動画撮影、編集アドバイ
ス

★ ★ ★

活動スケジュール〈広報・PRアドバイザー〉

ブランド



2 実施した内容

オンラインミーティング　１０回、メール問い合わせ　随時

主
な
活
動

▶　「佐野餃子」の定義やルーツ探求
▶　Twitter、Instagramの効果的な運用、アクセス分析方法
▶　リアル（実店舗）におけるキャンペーン検討（目的・対象・手法など）

▶　動画撮影のポイント、効果的な編集方法

↑について、アドバイスをいただきました。

ブランド



３ 成果（１）

◎  Twitter更新頻度増加、広範な投稿内容へ
◎　Instagram新アカウント開設、投稿内容の統一感

ブランド



３　成果（2）
◎　「佐野餃子」PRコンテンツの完成

↓さのブランドに認証された餃子　９店舗を取材
↓その結果をまとめ、TwitterのDMを活用して配布

本編（市公式youtube）へ引き込む入口として、
SNSへ掲載するショート動画　　　　→→→→→

◎　実店舗の協力を得て、Twitter＃佐野餃子キャンペーンを実施予定

ブランド

https://drive.google.com/file/d/1rSfkXqs3xuaW6_o_QiLjJmlV8o5cKqPF/view?usp=sharing

